
平成２５年度 基礎・基本習得のための実践研究事業

国語科公開授業
授業者 伊勢崎市立宮郷中学校 三井 柳仁 教諭

11月7日（木）、伊勢崎市立宮郷中学校に

おいて、国語科の公開授業が実施されま
した。

当日は、小学校の先生方
の参加も含め県内各地か
ら50名ほどの参加者があ
りました。

【単元】 ２年 筆者の論理の展開について考えよう

（教材文：「モアイは語る ―地球の未来」、「イースター島にはなぜ森林がないのか」）

【本時のねらい】二つの文章の違いを整理し 少人数グルー【本時のねらい】二つの文章の違いを整理し、少人数グルー
プによる意見交換を通して、筆者が主張を
伝える上で用いている例示の効果につい
て考えを深めさせる。

【伸ばしたい資質・能力】
・段落の関係性を表す接続語の知識
・文末表現に関する知識（問題提起、答え、理由、意見と事実 等）
・文章中の事実や根拠を的確に読み取り、筆者の意見を理解する力
・例示の効果について考える力



授業の様子①

１．本時の学習課題の把握 ３．相違点に着目して、例示の効果について考
える

二つの文章を読み比べ 例示は主張を伝える

それぞれの例示には、どんな
特徴があり、読み手にどんな印
象を与えているだろうか？

２．二つの文章における例示の共通点と相違
点を整理

二つの文章を読み比べ、例示は主張を伝える
上で、どんな効果があるか考えよう

例示の内容について、前時に書いてお
た付箋を共通点と相違点に分けて貼り

生徒一人一人が

４．グループでの意見交換と考えの整理

いた付箋を共通点と相違点に分けて貼り
付けました。

出された付箋を確認しながら、ワーク
シートを使い、個人での追究を行いました。

４．ランク付けした理由を考える
上位３位までにランク
された提案について、
なぜ上位に選んだのか、
その理由を考えました。

文章に戻って考えよう。分か
らなかった文章を読み直して
みよう。

なぜ、この提案の方が、「よりよい
まちづくり」につながるのかな？

ひとつの文章でしか使われていないそ
れぞれの例示には、どのような効果があ
るか意見交換して、模造紙にグループの
考えをまとめました。

同じ内容の付箋は重ねて貼り、内容のま
とまりが分かるように整理しました。



授業の様子② 【授業研究会での意見】
＜よかった点＞
・文章を比較するために、１枚の紙に文章
全体を載せたり、問題提起や主張などを
色分けしたりしたことは有効であった。

・自分の考えがもてない
生徒に対して グル

５．各グループの考えを整理

各グループが書いた模造紙を掲示して、
ポイントとなる部分について説明させなが 生徒に対して、グルー

プでの活動を取り入れ、
引き上げが図れていた。

・本文に戻って確認する
ことが徹底されており、
生徒が文章をもとにしっかり考えていた。

＜改善点＞
これまでの授業や本時の中で「例示の効

ポイントとなる部分について説明させなが
ら、各グループから出された考えを整理し
ました。

・これまでの授業や本時の中で「例示の効
果」という言葉の意味をとらえさせてお
くと生徒も考えやすかった。

・主張と例示の関係という視点を押さえて
おくと効果についてより考えやすかった。

・例示を隠しておいて、主張との関係を考
えさせてみてもよかった。

生徒一人一人が

【参加者の声】
・比較読みをさせることで気付くことの多
さを実感しました。自分でも実践してい
きたいと思います。

・学び合いの実践の積み重ねがとても感じ
られた授業でした。日々の授業に生かし
ていきたいと思いました。

モアイは語るについて「スケール
の大きさ」という言葉があるけれ
ど、これはどういうことですか？
説明してください。

６．まとめ

【授業者 感想】 今 授業実践 言葉

。
・「本時のねらい」に沿っ
た見取りが行われていて、
参考になりました。授業
研究会も指導主事の先生
方に各班に入っていただ
き、気付きのポイントが多くありました。

説明してくださ 。

【授業者の感想】・今回の授業実践で、言葉
を選ぶことの大切さを改
めて実感しました。何を
とらえさせたいのかとい
う点をよく考え、言葉を
吟味して明確に伝えるこ
とで、生徒の活動も変わ

りました また 授業研究会では改善策を

具体的な数値があるこ
と いろいろな例があ

ワークシートに本時の振り返りを記入し
ました。

りました。また、授業研究会では改善策を
たくさんいただき、私自身にとって実りの
多い授業となりました。今回学んだことを
日々の授業実践に活かし、より充実した国
語の授業を展開していきたいと思います。
ありがとうございました。

と、いろいろな例があ
ることで、説得力が増
しますね。主張と例示
の関係について確認し
てみましょう。自分の
文章を書くときに生か
していきましょう。



提案授業について （国語）

本時のねらい
二つの文章の違いを整理し、少人数グループによる意見交換を通して、筆者が主張を伝

える上で用いている例示の効果について考えを深めさせる。

伸ばしたい資質・能力（知識、技能、力等） 学習活動

知 ・段落の関係性を表す接続語の知識 ・二つの文章を読み比べ、
識 ・文末表現に関する知識 その共通点や相違点を明
等 （問題提起、答え、理由、意見と事実 等） らかにし、例示の効果に

ついて考えを深める。

・文章中の事実や根拠を的確に読み取り、筆者の意見を理
力 解する力

・例示の効果について考える力

＜提案する手立て＞

①補助教材を用いての比較読み

・教材文を一枚のプリントにし、比較しやすくする。
・疑問、例示、主張等、色分けをさせる。

（指導プランＰ８「文章中の例示と書き手の意図との関連について考える。」）

②学びを深めるための活動

・４～５人グループによる意見交流を通して、考えを広げるとともに、自信をもって発
表できるようにさせる。

・グループで話し合ったことを全体で発表させ、全体での交流を基に、再度自分の意見
や考えを見直させる。

・各グループが均等な力になるよう意図的にグループを編成し、どのグループでも活発

な話し合いが進められるようにする。

（指導プランＰ７７「３ 意見や考えを深めさせるために」）

＜協議の視点＞
①伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力について
②提案する手立てについて



国語科学習指導案（２年）
平成25年11月７日（木曜日）第５校時(13:35～14:25) 卓球場 指導者 三井 柳仁

１ 単元名 筆者の論理の展開について考えよう（教材名 「モアイは語る －地球の未来」ほか）

２ 考察
(1) 教材観

①学習内容：学習指導要領上の位置付け
・｢C読むこと｣：ｲ「文章全体と部分との関係、例示や描写の効果、登場人物の言動の意味などを考え、

内容の理解に役立てること。」

・｢伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項｣：ｲ(ｵ)「相手や目的に応じて、話や文章の形態や展開に違いがあること
を理解すること。」

②伸ばしたい資質・能力
・文章の構成に着目しながら読み、文章全体と部分との関係をとらえる力
・文章中の事実や根拠を的確に読み取り、筆者の意見を理解する力
・例示の効果について考える力

・文章を基に自分の考えをまとめる力
③単元を貫く言語活動の設定と言語活動の特徴
・言語活動例イの「説明や評論などの文章を読み、内容や表現の仕方について自分の考えを述べる
こと。」を基に、本単元では、同じ題材をテーマとした二つの説明文を読み、地球環境に関わる筆
者の主張に対する自分の考えをもたせる。

・説明文を複数読むことは、文章の構成や主張と例示の関係等をとらえ、論の展開について比較し
て考えながら、文章の内容を理解することや自分の考えを深めたり、広げたりすることができ、
本単元の言語活動として適している。

④教材文の特徴
・本単元の主教材である「モアイは語る」は、序論・本論・結論の典型的な三段構成になっている。

序論で提示された「モアイ像とイースター島の謎」という問題を、本論において、筆者の研究デ
ータとその的確な分析を基に、「モアイ像の語る文明崩壊のなぞ」という形で解明していく。そし
て、そのイースター島のたどった歴史が、現代の地球環境を悪化させている人類・地球の未来へ
の警鐘という筆者の主張へと結び付けていく。つまり、序論・本論の内容全てが、結論である筆
者の主張を裏付ける例示となっている構成である。

・補助教材として、鷲谷いづみ著「イースター島にはなぜ森林がないのか」を取り上げる。この副
教材は、主教材と同じくモアイ像と森林消滅の関係について三段構成で述べられており、筆者の
主張を裏付けるための例示が本論に複数示されている。しかし、両者の主張には若干の違いがあ
り、それぞれの筆者の主張とそれを裏付けるための例示の共通点と相違点を比較することによっ
て、例示の効果について考えさせることができる。

⑤必要な指導・活動
・接続詞や文末表現に着目し、事実と意見、主張と根拠の関係を視覚的にとらえさせる。
・小グループでの話し合いの場を設定し、意見交流をさせてから発表をすることで、自分の意見に
自信をもって発表できるようにさせる。

⑥今後の学習の活用

・書くことの領域「立場と根拠を明確にして書こう」において、自分の意見とそれを支える説得力
のある根拠を、効果的な構成を考えて意見文にまとめる学習。

・説明文「月の起源を探る」（３年）で、図や小見出しの効果に注意して読み、論理の展開をとらえ
る学習。

(2) 本単元に関わる生徒の実態及び指導方針（男子２２名、女子１７名 計３９名）

①既習の学習内容
・１学期の説明文「やさしい日本語」では、各段落を要約して全体をつかんだ後、接続の言葉に着
目して、全体と部分の関係や事例を把握し、全体の構成をとらえる学習を行った。

・評論文「君は『最後の晩餐』を知っているか」では、言葉や表現の工夫などに注意して、筆者の
ものの見方や考え方を読み取る学習を行った。

②実態及び指導方針

・半数ほどの生徒は文末表現に着目し、事実と意見を区別して読むことができるが、本文に色分け
したサイドラインを引かせることで、更に問題提起と例示、主張をとらえやすくする。



・筆者の主張と例示の関係をとらえにくい生徒が多いため、補助教材と比較させることで、それぞ
れの筆者がどのように論理を展開し、主張を支える効果的な例を挙げているかをとらえやすくす
る。

・段落同士のつながりを考えることができている生徒も多いので、特に主張と例示の関係を接続詞

に注目して読み取らせることで、例示と主張の関係を更につかめるようにする。
・文章の内容について自分の考えをもつことは多くの生徒ができるが、しっかりと考える時間を確
保し、少人数グループでの意見交流を行うことで、更に考えを深められるようにする。

３ 単元の目標
文章全体と部分の関係をとらえ、主張の根拠となる例示に着目し、筆者の論理の展開について考

えさせる。

４ 指導計画（全８時間予定）

国語への 評論の文章を読んで内容について考え、自分のものの見方や
評 関心・意欲・態度 考え方を広げようとしている。
価
規 読む能力 評論の文章を読んで自分の考えを述べるために、文章全体と
準 部分との関係や例示が文章の中で果たしている役割を考え、内

容の理解に役立てている。

言語についての 相手や目的に応じて、文章の展開に違いがあることを理解し
知識・理解・技能 ている。

伸ばしたい資質・能力
時間 過程 主な学習活動 関 読 言

活用させたい知識等 思考力・表現力等

第 1 時 課題 ・形式段落および、 ・文章の内容を大 ・主教材文を読み、本単元
把握 三段構成の知識 まかにつかむ力 における自分の課題を設 ○

定する。

第 2 時 課題 ・接続語、指示語の ・文章の構成をつ ・文章構成に着目し内容の ○～

追究 知識 かむ力 まとまりを捉える。
第 6 時

・文末表現に関する ・問いと答え、事 ・イースター島の文明が崩
知識 例と意見を読み 壊した理由からを考え、 ○

分ける力 本論の内容を読み取る。
・問題提起とそれに

対する答えの呼応 ・事例と要旨の関 ・序論・本論と結論との関
についての知識 係をとらえる力 係を読み取り、筆者の主 ○

張とその根拠を捉える。

・文章の構成をつ ・補助教材を読み、文章構 ○
かむ力 成を捉え、本教材との共

・問いと答え、事 通点、相違点を探してワ
例と意見を読み ークシートに書き出す。
分ける力

・事例と要旨の関 ・二つの文章を読み比べ、、
係をとらえる力 筆者の主張に対する例示 ○

・筆者の意見を理 の効果について考える。
解する力 （本時）

・例示の効果につ
いて考える力

第 7 時 まとめ ・文章構成の知識 ・例示を効果的に ・主張に対する意見を身近～

（序論・本論・結論） 利用する力 な例を示しながら400字
第 8 時 程度の文章を書く。 ○

・書いた文章を読み合い、
自分の考えを深める。

・単元の学習を振り返り、
論理の展開についての考
えや身に付けた力、その
力を生かせる場面などに
ついて文章でまとめる。



５ 本時の展開 （６／８）
(1) ねらい 二つの文章の違いを整理し、少人数グループによる意見交換を通して、筆者が主張を

伝える上で用いている例示の効果について考えを深めさせる。

(2) 準 備 本文プリント（２枚）、ワークシート、付箋紙（２色）、発表用模造紙
(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価
＜本時の課題を把握する＞

１ 二つの文章の違いを整理し、筆者が ・前時までに学習した二つの本文プリントを振り

主張を伝える上で用いた事例の効果に ２分 返り、本時のめあてを確認する。

ついて考えることを知る。

二つの文章を読み比べ、例示は主張を伝

える上で、どんな効果があるか考えよう

＜課題を追究する＞

２ グループに分かれ、前時に付箋紙に

書き出した例示の共通点と相違点を整 指示･･･グループに分かれて、付箋紙に書き出

理する。 した二つの文章の例示の共通点と相違点を模造

紙に貼り付け、情報を整理しよう。

・イースター島の文明が崩壊した原因と

して森林伐採を挙げている点が共通し ・事前に本文プリントに問題提起、例示、主張を

ている。 色分けしたサイドラインを引かせ、それぞれを

・ころや船を作るために森林を伐採した 区別しやすくさせる。

という点が共通している。 ・前時に書かせておいた例示の共通点と相違点の

・「モアイは語る」には人口増加と耕地 付箋紙を発表用模造紙に貼り、グルーピングさ

面積の問題が具体的な数値で表されて せる。

いる。 ５分 ・どのグループでも話し合いが充実するよう、付

・「イースター島にはなぜ森林がないの 箋の数の少ない生徒から発表させる。

か」にはラットの存在と生態系の変化 ・特に例示の相違点に注目させ、筆者の主張の根

が原因として挙げられている。 拠となる理由に目を向けられるようにする。

３ 相違点に挙げられている例示の効果

について考える。 発問･･･それぞれの文章の例示には、どんな特徴
があり、読み手にどんな印象を与えてい

・それぞれの筆者の主張と根拠の関係は るか考えよう。
相違点に注目すると比較しやすいな。 （補･･･相違点として挙げられている例示は、主

・「モアイ」 張を伝える上でどんな効果があるのだろう。）

人口の増加について具体的な数値を
使うことで、読み手に危機感を与える ２０ ・例示の共通点については、根拠としての信憑性
効果がある。 が高いという点について補足説明をし、今回は

・「イースター島」 分 相違点に着目するように指示する。
ラットの例を使うことで、人間が森

林破壊に与えた影響の大きさを感じさ

せる効果がある。 【読】主張の根拠となる例示に着目し、例示
の効果について考えている。

４ グループでの意見交流をして、例示 （観察、記述）
の効果についてまとめる。

５ グループでまとめたことを全体の場 ・グループの意見を発表用模造紙にまとめ、提示
で発表し、情報を共有することで、例 することで、学級全体で共通点や相違点を確認
示の効果と筆者の主張との関係を確認 しながら考えを整理していく。
する。 ２０ ・グループの発表の中で類似していることや関係



分 性のありそうなことについて、生徒に質問した
り、説明させたりして例示の効果に対する考え
を深められるようにする。

＜本時のまとめをする＞

ワークシートに本時の授業で学んだこ ３分 ・本時の学習について、例示と筆者の主張の関係

とを書くことで、本時の学習を振り返 という視点で振り返らせ、説得力のある例示に

る。 ついて確認する。

・次時は、筆者の主張に対する自分の意見を文章

・筆者が主張していることの根拠を考 化することで全体のまとめとすることを伝える。

えることで、例示と主張の関係がつ

かめるな。

・読み手に自分の伝えたいことがしっ

かりと伝わるように、例示の仕方や

効果まで考えて文章が書かれている

んだな。

６ 板書計画 （前半）

（後半）
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章
を
読
み
比
べ
、
例

題

示
は
主
張
を
伝
え
る
上
で
、
ど

課

ん
な
効
果
が
あ
る
か
考
え
よ
う

「
モ
ア
イ
は
語
る
」

（
拡
大
本
文
）

「
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
な
ぜ

森
林
が
な
い
の
か
」

（
拡
大
本
文
）

二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
、

題

例
示
は
主
張
を
伝
え
る
上
で
、

課

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か
考
え

よ
う

果

・
具
体
的
な
数
値

主

張

の

な
ど

説

得

力

効

・
必
要
な
例

が
増
す



「

論

理

を

と

ら

え

る

」

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

二

年

組

番

氏

名

（

）

☆

「

モ

ア

イ
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語

る
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と

「

イ

ー

ス

タ
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島

に

は

な

ぜ

森

林
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か
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「
論
理
を
と
ら
え
る
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

二
年

組

番
氏
名
（

）

☆
「
モ
ア
イ
は
語
る
」
「
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
な
ぜ
森
林
が
な
い
の
か
」
を
読
み
比
べ
、
筆
者
が
主
張
を

述
べ
る
上
で
の
例
示
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
の
相
違
点
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
手
に
ど
ん
な
印

象
を
与
え
て
い
る
か
（
例
示
の
効
果
）
を
考
え
よ
う
。

｢
モ
ア
イ
は
語
る
」

「
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
な
ぜ
森
林
が
な
い
の
か
」

点違相の示例

《
例
示
の
効
果
》

《
例
示
の
効
果
》

え考の分自え考の）スラク（班
☆
今
日
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
や
確
認
で
き
た
こ
と
を
書
こ
う
。



モ
ア
イ
は
語
る
―
―
地
球
の
未
来

安
田
喜
憲

※
○
数
字
は

段
落
番
号

①
君
た
ち
は
モ
ア
イ
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
人
間
の
顔
を
彫
っ
た
巨
大
な
石
像
で
あ
り
、
大
き
な
も
の
で
は
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
八
十
ト
ン
に
も
達
す
る
。
モ
ア
イ
は
、
南
太
平
洋
の
絶
海
の
孤
島
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
。
イ
ー
ス
タ
ー
島
は
、
日
本
の
種
子
島
の
半
分
に
も
満
た

な
い
大
き
さ
の
火
山
島
だ
。
こ
の
小
さ
な
島
で
、
こ
れ
ま
で
に
千
体
近
い
モ
ア
イ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

②
い
っ
た
い
こ
の
膨
大
な
数
の
巨
像
を
だ
れ
が
作
り
、
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
像
を
ど
う
や
っ
て
運
ん
だ
の
か
。
ま
た
、
あ
る
と
き
を
境
と
し
て
、
こ
の
巨

像
モ
ア
イ
は
突
然
作
ら
れ
な
く
な
る
。
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
。
モ
ア
イ
を
作
っ
た
文
明
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の

絶
海
の
孤
島
で
起
き
た
出
来
事
は
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
球
の
未
来
を
考
え
る
う
え
で
、
と
て
も
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
き
た
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
モ
ア
イ
の
秘
密
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

③
絶
海
の
孤
島
の
巨
像
を
作
っ
た
の
は
だ
れ
か
。
な
ぞ
が
な
ぞ
を
呼
び
、
宇
宙
人
が
や
っ
て
来
て
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
ま
で
飛
び
出
し
た

。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
西
方
か
ら
島
伝
い
に
や
っ
て
来
た
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
墓
の
中
の
化
石
人
骨
の
分
析
や
、

彼
ら
が
持
っ
て
き
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
栽
培
作
物
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
初
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
炭
化
物
を
測
定
し

た
結
果
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
最
初
に
こ
の
島
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
五
世
紀
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

④
そ
の
こ
ろ
、
人
々
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
運
ん
で
き
た
バ
ナ
ナ
や
タ
ロ
イ
モ
を
栽
培
し
、
豊
か
な
海
の
資
源
を
採
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
十

一
世
紀
ご
ろ
突
然
巨
大
な
モ
ア
イ
の
製
造
が
始
ま
る
。
同
じ
時
期
に
、
遺
跡
の
数
も
急
増
し
て
お
り
、
こ
の
島
の
人
口
が
急
激
に
増
加
を
始
め
た
こ
と

が
わ
か
る
。
人
口
は
百
年
ご
と
に
二
倍
ず
つ
増
加
し
、
十
六
世
紀
に
は
一
万
五
千
か
ら
二
万
に
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑤
大
半
の
モ
ア
イ
は
、
島
の
東
部
に
あ
る
ラ
ノ
・
ラ
ラ
ク
と
よ
ば
れ
る
石
切
り
場
で
作
ら
れ
た
。
こ
の
ラ
ノ
・
ラ
ラ
ク
に
は
、
モ
ア
イ
を
作
る
の
に
適

し
た
軟
ら
か
い
凝
灰
岩
が
露
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
硬
い
溶
岩
や
黒
曜
石
で
で
き
た
石
器
を
使
っ
て
、
モ
ア
イ
を
削
り
出
し
た
。

⑥
削
り
出
さ
れ
た
モ
ア
イ
は
、
海
岸
に
運
ば
れ
、
ア
フ
と
よ
ば
れ
る
台
座
の
上
に
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
初
め
て
、
モ
ア
イ
に
目
の
玉
が
入
れ
ら
れ

た
。
ア
フ
の
上
の
モ
ア
イ
は
、
大
抵
の
場
合
、
陸
の
方
に
向
け
て
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
モ
ア
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
祖
先
神
で
あ
り
、
守
り
神

だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
人
人
は
い
つ
も
モ
ア
イ
の
目
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
そ
れ
に
し
て
も
、
ラ
ノ
・
ラ
ラ
ク
の
石
切
り
場
か
ら
、
数
十
ト
ン
も
あ
る
モ
ア
イ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
海
岸
の
ア
フ
ま
で
運
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
石

こ
ろ
だ
ら
け
の
火
山
島
を
十
キ
ロ
も
二
十
キ
ロ
も
運
ぶ
に
は

、
木
の
こ
ろ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
モ
ア
イ
を
台
座
の
ア
フ
の
上
に
立
て
る
と
き
で
も

、

支
柱
は
必
ず
必
要
だ
。

⑧
し
か
し
、
現
在
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
持
っ
て
き
て
最
近
植
栽
し
た
ユ
ー
カ
リ
の
木
以
外
に
は
、
森
は
全
く
な
く
、
広
大

な
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
モ
ア
イ
が
作
ら
れ
た
時
代
、
モ
ア
イ
の
運
搬
に
必
要
な
木
材
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑨
こ
の
な
ぞ
を
解
決
し
た
の
が
、
わ
た
し
た
ち
の
研
究
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
セ
イ
大
学
Ｊ
・
フ
レ
ン
リ
ー
教
授
と
と
も
に
、

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
火
口
湖
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
堆
積
物
を
採
取
し
、
堆
積
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
花
粉
の
化
石
を
分
析
し
て
み
た
。
す
る
と
、
イ

ー
ス
タ
ー
島
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
移
住
し
た
五
世
紀
ご
ろ
の
土
の
中
か
ら
、
ヤ
シ
の
花
粉
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
人
間
が
移
住

す
る
前
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
が
、
ヤ
シ
の
森
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑩
ま
っ
す
ぐ
に
生
長
す
る
ヤ
シ
の
木
は
、
モ
ア
イ
を
運
ぶ
た
め
の
こ
ろ
に
は
最
適
だ
。
島
の
人
々
は
ヤ
シ
の
木
を
こ
ろ
と
し
て
使
い
、
完
成
し
た
モ
ア

イ
を
海
岸
ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
わ
た
し
た
ち
の
花
粉
分
析
の
結
果
か
ら
、
も
う
一
つ
の
事
実
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ヤ
シ
の
花
粉
の
量
は
、
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
徐
々
に
減
少

し
て
い
き
、
代
わ
っ
て
イ
ネ
科
や
タ
デ
科
な
ど
の
草
の
花
粉
と
炭
片
が
増
え
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヤ
シ
の
森
が
消
滅
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
人
口
が
増
加
す
る
中
で
家
屋
の
材
料
や
日
々
の
薪
、
そ
れ
に
農
耕
地
を
作
る
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
モ
ア
イ
の
製
造
が

始
ま
る
と
運
搬
用
の
こ
ろ
や
支
柱
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
森
が
よ
り
い
っ
そ
う
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
ラ
ノ
・
ラ
ラ
ク
の
石
切
り
場
か
ら
は
、
未
完
成
の
モ
ア
イ
像
が
約
二
百
六
十
体
も
発
見
さ
れ
た
。
な
か
に
は
作
り
か
け
の
二
百
ト
ン
近
い
巨
像
も
あ

っ
た
。
運
ぶ
途
中
で
放
棄
さ
れ
た
モ
ア
イ
も
残
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
森
が
消
滅
し
た
結
果
、
海
岸
ま
で
モ
ア
イ
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

⑬
で
は
、
モ
ア
イ
を
作
っ
た
文
明
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑭
か
つ
て
島
が
豊
か
な
ヤ
シ
の
森
に
覆
わ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
土
地
も
肥
え
、
バ
ナ
ナ
や
タ
ロ
イ
モ
な
ど
の
食
料
も
豊
富
だ
っ
た
。
し
か
し
、
森
が

消
滅
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
表
層
土
壌
が
雨
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
、
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
火
山
島
は
た
だ
で
さ
え
岩
だ
ら
け
だ
。
そ
の
島
に
お
い

て
、
表
層
土
壌
が
流
失
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
主
食
の
バ
ナ
ナ
や
タ
ロ
イ
モ
を
栽
培
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
お
ま
け
に
木
が
な
く
な
っ
た
た
め
船

を
造
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
た
ん
ぱ
く
源
の
魚
を
捕
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。

⑮
こ
う
し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
は
次
第
に
食
料
危
機
に
直
面
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
部
族
間
の
抗
争
も
頻
発
し

た
。
そ
の
と
き
に
倒
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
モ
ア
イ
像
も
多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
文
明
は
崩

壊
し
て
し
ま
っ
た
。
モ
ア
イ
も
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
文
明
を
崩
壊
さ
せ
た
根
本
的
原
因
は
、
森
の
消
滅
に
あ
っ
た
の
だ
。
千
体
以
上
の
モ

ア
イ
の
巨
像
を
作
り
続
け
た
文
明
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
崩
壊
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑯
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
こ
の
よ
う
な
運
命
は
、
わ
た
し
た
ち
に
も
無
縁
な
こ
と
で
は
な
い
。

⑰
日
本
列
島
に
お
い
て
文
明
が
長
く
繁
栄
し
て
き
た
背
景
に
も
、
国
土
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
が
森
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
日
本
列
島
だ
け
で
は
な
い
。
地
球
そ
の
も
の
が
、
森
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
面
も
あ
る
。
森
林
は
、
文
明
を
守
る
生
命
線
な

の
で
あ
る
。

⑱
現
代
の
わ
た
し
た
ち
は
、
地
球
始
ま
っ
て
以
来
の
異
常
な
人
口
爆
発
の
中
で
生
き
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
二
十
五
億
足
ら
ず
だ
っ
た
地
球
の
人

口
は
、
半
世
紀
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
そ
の
二
倍
の
五
十
億
を
突
破
し
て
し
ま
っ
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
急
激
な
人
口
の
増
加
は
、
百
年
に
二
倍
の
割

合
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
か
に
現
代
と
い
う
時
代
が
異
常
な
時
代
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
よ
う
。

⑲
こ
の
ま
ま
人
口
の
増
加
が
続
い
て
い
け
ば
、
二
〇
三
〇
年
に
は
八
十
億
を
軽
く
突
破
し

、
二
〇
五
〇
年
に
は
百
億
を
超
え
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
地
球
の
農
耕
地
は
ど
れ
ほ
ど
耕
し
て
も
二
十
一
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
限
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
十
一
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
耕
地
で
生
活
で
き

る
地
球
の
人
口
は
、
八
十
億
が
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
る
。
食
料
生
産
に
関
し
て
の
革
命
的
な
技
術
革
新
が
な
い
か
ぎ
り
、
地
球
の
人
口
が
八
十
億
を
超
え
た

と
き
、
食
料
不
足
や
資
源
の
不
足
が
恒
常
化
す
る
危
険
性
は
大
き
い
。

⑳
絶
海
の
孤
島
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
で
は
、
森
林
資
源
が
枯
渇
し
、
島
の
住
民
が
飢
餓
に
直
面
し
た
と
き
、
ど
こ
か
ら
も
食
料
を
運
ん
で
く
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
地
球
も
同
じ
で
あ
る
。
広
大
な
宇
宙
と
い
う
漆
黒
の
海
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
青
い
生
命
の
島
、
地
球
。
そ
の
森
を
破
壊
し
尽
く
し
た

と
き
、
そ
の
先
に
待
っ
て
い
る
の
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
と
同
じ
飢
餓
地
獄
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
、
今
あ
る
こ
の
有
限
の
資
源
を
で

き
る
だ
け
効
率
よ
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
人
類
の
生
き
延
び
る
道
な
の
で
あ
る
。



イ

ー

ス

タ

ー

島

に

は

な

ぜ

森

林

が

な

い

の

か

鷲

谷

い

づ

み

※

○

数

字

は

段

落

番

号

①

チ

リ

の

イ

ー

ス

タ

ー

島

は

、

首

都

サ

ン

テ

ィ

ア

ゴ

か

ら

西

に

約

三

千

八

百

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

は

な

れ

た

、

太

平

洋

に

う

か

ぶ

絶

海

の

孤

島

で

あ

る

。

島

の

面

積

は

約

百

六

十

平

方

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

で

、

香

川

県

の

小

豆

島

と

同

じ

く

ら

い

の

広

さ

で

あ

る

。

モ

ア

イ

像

で

有

名

な

こ

の

小

さ

な

島

は

、

無

数

の

火

口

が

残

る

火

山

島

で

も

あ

る

。

②

現

在

、

こ

の

島

に

森

林

は

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

な

い

。

し

か

し

、

島

に

残

る

遺

跡

の

調

査

と

「

花

粉

分

析

」

の

結

果

、

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

が

初

め

て

こ

の

島

に

上

陸

し

た

西

暦

四

〇

〇

年

ご

ろ

に

は

、

島

全

体

が

森

林

に

お

お

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

③

イ

ー

ス

タ

ー

島

の

森

林

は

、

な

ぜ

、

ど

の

よ

う

に

し

て

失

わ

れ

て

し

ま

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

二

つ

の

調

査

の

結

果

か

ら

、

お

お

よ

そ

次

の

よ

う

な

流

れ

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

④

今

か

ら

約

千

六

百

年

前

、

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

が

、

そ

れ

ま

で

だ

れ

一

人

と

し

て

人

間

が

上

陸

し

た

こ

と

の

な

か

っ

た

イ

ー

ス

タ

ー

島

に

上

陸

し

た

と

き

、

島

は

ヤ

シ

類

の

森

林

に

お

お

わ

れ

て

い

た

。

い

ず

れ

の

大

陸

か

ら

も

遠

く

離

れ

た

こ

の

島

に

は

、

ほ

乳

動

物

は

生

息

せ

ず

、

空

を

自

由

に

飛

ぶ

こ

と

の

で

き

る

鳥

類

が

数

多

く

住

み

着

い

て

い

た

。

⑤

ほ

乳

動

物

が

生

息

し

て

い

な

か

っ

た

の

は

、

太

平

洋

の

ま

っ

た

だ

中

に

火

山

の

噴

火

で

で

き

た

こ

の

小

さ

な

島

に

、

泳

い

で

た

ど

り

着

く

こ

と

の

で

き

る

ほ

乳

動

物

が

い

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

⑥

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

は

、
イ

ー

ス

タ

ー

島

に

た

ど

り

着

い

た

初

め

て

の

ほ

乳

動

物

だ

っ

た

と

い

っ

て

も

よ

い

の

だ

が

、

実

は

そ

の

と

き

、

も

う

一

種

類

、

別

の

ほ

乳

動

物

が

、

ひ

そ

か

に

上

陸

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

が

、

長

い

航

海

の

間

の

食

料

と

す

る

た

め

に

船

に

乗

せ

て

い

た

、

ラ

ッ

ト

で

あ

る

。

⑦

島

に

着

い

た

船

か

ら

逃

げ

出

し

た

ラ

ッ

ト

は

、

こ

の

島

で

野

生

化

し

、

ま

た

た

く

間

に

島

じ

ゅ

う

に

広

が

っ

て

い

っ

た

ら

し

い

。

や

が

て

、

こ

の

ラ

ッ

ト

の

子

孫

が

、

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

の

子

孫

と

島

を

お

お

う

森

林

に

大

き

な

わ

ざ

わ

い

を

お

よ

ぼ

す

こ

と

に

な

る

。
だ

が

、
長

い

船

旅

の

末

よ

う

や

く

こ

の

島

に

た

ど

り

着

い

た

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

に

と

っ

て

、

ラ

ッ

ト

の

船

か

ら

の

逃

走

な

ど

、

ほ

ん

の

さ

さ

い

な

出

来

事

で

あ

っ

た

に

ち

が

い

な

い

。

⑧

イ

ー

ス

タ

ー

島

か

ら

森

林

が

失

わ

れ

た

大

き

な

原

因

は

、

こ

の

島

に

上

陸

し

て

生

活

を

始

め

た

人

々

が

、

さ

ま

ざ

ま

な

目

的

で

森

林

を

切

り

開

い

た

こ

と

で

あ

る

。

⑨

ま

ず

、

農

地

に

す

る

た

め

に

森

林

が

切

り

開

か

れ

た

。

⑩

安

定

し

た

食

料

生

産

を

行

う

た

め

に

は

、

農

作

物

を

栽

培

す

る

た

め

の

農

地

を

開

こ

ん

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
「

花

粉

分

析

」

の

結

果

、

島

の

堆

積

物

の

中

に

含

ま

れ

る

樹

木

の

花

粉

が

時

代

と

と

も

に

し

だ

い

に

減

少

し

た

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

⑪

次

い

で

、

丸

木

船

を

つ

く

る

た

め

に

、

森

林

か

ら

太

い

木

が

切

り

出

さ

れ

た

。

⑫

イ

ー

ス

タ

ー

島

が

緑

の

森

林

に

お

お

わ

れ

て

い

た

こ

ろ

、

森

林

に

は

丸

木

船

を

つ

く

る

の

に

十

分

な

太

さ

の

ヤ

シ

の

木

が

た

く

さ

ん

生

え

て

い

た

。

そ

の

木

を

切

り

た

お

し

て

つ

く

っ

た

丸

木

船

を

こ

い

で

、

島

の

漁

師

た

ち

は

、

サ

メ

な

ど

の

大

き

な

魚

を

と

ら

え

て

い

た

の

で

あ

る

。

ま

た

、

島

に

住

む

人

々

は

、

こ

の

丸

木

船

に

乗

っ

て

、

島

か

ら

四

百

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

も

離

れ

た

無

人

島

ま

で

行

き

、

そ

こ

に

生

息

す

る

無

尽

蔵

と

も

い

え

る

海

鳥

を

と

ら

え

て

食

料

に

す

る

こ

と

も

で

き

た

。

⑬

さ

ら

に

、

食

料

生

産

と

の

か

か

わ

り

が

深

い

こ

れ

ら

の

目

的

に

加

え

、

宗

教

的

・

文

化

的

な

目

的

で

も

森

林

が

伐

採

さ

れ

た

。

イ

ー

ス

タ

ー

島

で

は

、

祖

先

を

敬

う

た

め

に

、

火

山

岩

の

巨

石

に

彫

刻

を

ほ

ど

こ

す

宗

教

文

化

、

す

な

わ

ち

、

モ

ア

イ

像

の

製

作

が

さ

か

ん

に

な

っ

た

。

⑭

モ

ア

イ

像

は

、

高

さ

が

三

メ

ー

ト

ル

か

ら

十

メ

ー

ト

ル

も

あ

り

、

重

さ

は

三

ト

ン

か

ら

十

ト

ン

に

も

お

よ

ぶ

。

中

に

は

、

高

さ

二

十

メ

ー

ト

ル

、

重

さ

五

ト

ン

に

達

す

る

も

の

ま

で

あ

る

。

⑮

モ

ア

イ

像

は

、

島

の

石

切

り

場

か

ら

切

り

出

さ

れ

た

巨

大

な

火

山

岩

を

、

ノ

ミ

で

け

ず

っ

て

作

ら

れ

る

。

そ

し

て

、

と

き

に

は

十

数

キ

ロ

も

離

れ

た

所

ま

で

運

ば

れ

、

て

こ

を

用

い

て

立

て

ら

れ

た

。

こ

の

モ

ア

イ

像

を

、

石

切

り

場

か

ら

運

ぶ

た

め

に

森

林

が

ぎ

せ

い

と

な

っ

た

。

重

さ

が

何

ト

ン

も

あ

る

巨

大

な

像

を

転

が

し

て

ゆ

く

の

に

必

要

な

こ

ろ

を

作

る

た

め

に

、

森

林

か

ら

木

が

切

り

出

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

⑯

イ

ー

ス

タ

ー

島

で

は

、

豊

か

な

森

林

の

恩

恵

を

受

け

て

、

高

度

な

技

術

を

誇

る

巨

石

文

化

が

栄

え

た

。

西

暦

一

五

〇

〇

年

頃

に

は

、

人

口

は

七

千

人

に

達

し

て

い

た

と

推

定

さ

れ

て

い

る

。

⑰

し

か

し

、

そ

の

繁

栄

は

決

し

て

長

く

は

続

か

な

か

っ

た

。

太

い

木

が

、

切

り

尽

く

さ

れ

て

し

ま

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

⑱

森

林

か

ら

太

い

木

を

伐

採

し

た

と

し

て

も

、

絶

え

ず

新

し

い

芽

が

出

て

、

順

調

に

成

長

し

て

い

た

と

し

た

ら

、

森

林

に

は

常

に

太

い

木

が

存

在

し

、

人

々

の

暮

ら

し

に

必

要

な

材

木

も

持

続

的

に

供

給

さ

れ

た

は

ず

で

あ

る

。

し

か

し

、

イ

ー

ス

タ

ー

島

で

は

、

ヤ

シ

の

木

の

森

林

が

再

生

す

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

⑲

人

間

と

と

も

に

島

に

上

陸

し

、

野

生

化

し

た

ラ

ッ

ト

が

、

ヤ

シ

の

木

の

再

生

を

さ

ま

た

げ

た

ら

し

い

の

だ

。

⑳

ラ

ッ

ト

は

、

人

間

以

外

の

ほ

乳

動

物

の

い

な

い

、

す

な

わ

ち

、

え

さ

を

奪

い

合

う

競

争

相

手

も

天

敵

も

い

な

い

こ

の

島

で

、

爆

発

的

に

繁

殖

し

た

。

そ

の

ラ

ッ

ト

た

ち

が

ヤ

シ

の

実

を

食

べ

て

し

ま

っ

た

た

め

に

、

新

し

い

木

が

芽

生

え

て

育

つ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

よ

う

な

の

で

あ

る

。

㉑

こ

の

よ

う

に

し

て

、

三

万

年

も

の

間

自

然

に

保

た

れ

て

き

た

ヤ

シ

類

の

森

林

は

、

伐

採

と

い

う

人

間

に

よ

る

直

接

の

森

林

破

壊

と

、

人

間

が

持

ち

込

ん

だ

外

来

動

物

で

あ

る

ラ

ッ

ト

が

も

た

ら

し

た

生

態

系

へ

の

影

響

に

よ

っ

て

、

ポ

リ

ネ

シ

ア

人

た

ち

の

上

陸

後

、

わ

ず

か

千

二

百

年

ほ

ど

で

、

ほ

ぼ

完

璧

に

破

壊

さ

れ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

㉒

一

七

二

二

年

に

、

初

め

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人

が

島

を

訪

れ

た

と

き

、

島

の

繁

栄

も

、

豊

か

な

森

林

も

、

す

で

に

過

去

の

も

の

と

な

っ

て

い

た

。

木

は

切

り

尽

く

さ

れ

て

森

林

は

な

く

、

そ

の

結

果

、

む

き

出

し

と

な

っ

た

地

表

の

土

が

雨

や

風

に

流

さ

れ

、

畑

は

や

せ

細

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

㉓

農

業

生

産

が

ふ

る

わ

な

い

だ

け

で

は

な

い

。

漁

に

必

要

な

丸

木

船

を

作

る

材

木

が

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

た

め

、

か

つ

て

の

よ

う

に

、

魚

や

海

鳥

を

と

る

こ

と

も

で

き

な

く

な

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

㉔

当

然

の

こ

と

な

が

ら

、
島

は

深

刻

な

食

料

不

足

に

お

ち

い

っ

て

い

た

。
食

料

を

奪

い

合

う

村

同

士

の

争

い

が

絶

え

ず

、

島

の

人

口

も

、

最

も

栄

え

て

い

た

こ

ろ

の

三

分

の

一

に

ま

で

減

少

し

て

い

た

。

㉕

高

度

な

技

術

や

文

明

が

、

豊

か

な

自

然

の

恵

に

支

え

ら

れ

て

発

達

し

た

の

だ

と

し

た

ら

、

こ

の

イ

ー

ス

タ

ー

島

の

歴

史

か

ら

、

私

た

ち

が

教

え

ら

れ

る

の

は

次

の

よ

う

な

こ

と

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

ひ

と

た

び

自

然

の

利

用

方

法

を

誤

り

、

健

全

な

生

態

系

を

傷

つ

け

て

し

ま

え

ば

、

同

時

に

文

化

も

人

々

の

心

も

荒

れ

果

て

て

し

ま

い

、

人

々

は

悲

惨

で

厳

し

い

運

命

を

た

ど

る

、

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

㉖

モ

ア

イ

像

は

、

西

暦

一

〇

〇

〇

年

か

ら

一

六

〇

〇

年

頃

の

間

に

作

ら

れ

た

と

さ

れ

て

い

る

。

祖

先

を

敬

う

た

め

に

モ

ア

イ

像

を

作

っ

た

人

々

は

、

数

世

代

後

の

子

孫

の

悲

惨

な

く

ら

し

を

想

像

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

㉗

祖

先

を

敬

う

文

化

は

さ

ま

ざ

ま

な

民

族

に

共

通

で

あ

る

が

、

数

世

代

後

の

子

孫

の

幸

せ

を

願

う

文

化

は

、

そ

れ

ほ

ど

一

般

的

で

は

な

い

の

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

今

後

の

人

類

の

存

続

は

、

む

し

ろ

、

子

孫

に

深

く

思

い

を

め

ぐ

ら

す

文

化

を

早

急

に

築

け

る

か

ど

う

か

に

か

か

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。



                             

                             

 

「モアイは語る」 「イースター島にはなぜ森林がないのか」 

「モアイは語る」 「イースター島にはなぜ森林がないのか」 

効果 効果 

有限な資源を効率よく長期にわたって利用する方策を考えることが、人類の生き延びる道である。 今後の人類の存続は、子孫に深く思いをめぐらす文化を早急に築けるかどうかにかかっている。 

有限な資源を効率よく長期にわたって利用する方策を考えることが、人類の生き延びる道である。 今後の人類の存続は、子孫に深く思いをめぐらす文化を早急に築けるかどうかにかかっている。 

 

共通点

共通点

効果 効果 


